
日本の祝日クイズ １つ５点 全部で１００点

し ゆ く じ つ

なまえ（ ）

Ｑ１ 次の祝 日は、何月にある祝 日でしょう？ 絵と字を線でつなごう。
しゆくじつ しゆくじつ

（１）元 日 （ ）月・

（２）敬老の日 （ ）月・

（３）子どもの日 （ ）月・

（４）春 分の日 （ ）月・
しゆんぶん

（５）勤労感謝の日（ ）月・
きんろうかんしや

Ｑ２ どうしてその日を祝 日（お休み）にするのでしょうか？ 線で結びましょう。
しゆくじつ

（１）成人の日 ・

（２）文化の日 ・

（３）憲法記念日 ・

（４）建国記念の日・

（５）こどもの日 ・

Ｑ３ ハッピーマンデー（土・日・月の三連休）になる祝日はどれでしょう？

（ 海の日・天皇誕生日・秋 分の日・昭和の日・敬老の日・体育の日・春 分の日 ）
てんのうたんじようび しゆうぶん けいろう しゆんぶん

Ｑ４ 日本にはなくて、海外にはある祝日はどれでしょう？

（ 子どもの日 ・ クリスマス ・ 釈迦誕生日 ・ 元日 ・ みどりの日 ）

・日本国憲法をしはじめたことを記念し、国の成長をいのる。
けんぽう

・自由と平和を愛し、よいくらしになるよう文化をすすめる。
あい

・おとなになったことを自覚し、みずから生きぬこうとする青年
を祝いはげます。

・日本という国ができたとされる日。日本という国ができたこと
をよろこび、国を愛する気持ちを育てる。

あい

・こどもの人格を大切にし、こどもの幸福を願い、母に感謝する。
じんかく かんしや



１月１日 「年のはじめを祝う。」が法定の趣旨です。元日は１月１日のことで、昔は「がん

元旦 にち」と読みました。元日の朝を特に「元旦（がんたん）」「歳旦（さいたん）」な

どと呼んで、１年のはじまりを祝います。

１月の第２月「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝いはげます。」

曜日 が法定の趣旨です。成人を祝うしきたりは昔からあります。社会を構成する一員

成人の日 になったことを認知する通過儀礼といえるでしょう。

２月11日 「建国をしのび、国を愛する心を養う。」が法定の趣旨です。かつては「紀元節」

建国記念日 と言われていました。神武天皇即位の第一日、つまり皇紀元年１月１日が太陽暦

の２月11日にあたるからです。

３月21日頃 「自然をたたえ、生物をいつくしむ。」が法定の趣旨です。春分は二十四節気のひ

春分の日 とつです。太陽が真東から出て真西に沈みます。昼夜の長さがほぼ等しくなり、

この日を境にだんだん昼間が長くなります。

４月29日 「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす。」

昭和の日 が法定の趣旨です。昭和時代には「天皇誕生日」と呼ばれていました。

５月３日 「日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する。」が法定の趣旨です。昭和21年

憲法記念日 に公布された新憲法が、翌昭和22年に施行された日です。日本国憲法は主権在民

・戦争放棄・基本的人権の尊重などを骨子とした平和憲法です。

５月４日 「自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ。」が法定の趣旨

みどりの日 です。

５月５日 「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝する。」が法

こどもの日 定の趣旨です。昭和26年５月５日に児童憲章が定められました。この日は端午の

節句でもあり、男の子のお祝いをする日でもあります。

７月20日 「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」が法定の趣旨です。

海の日 もともとは、1876年に明治天皇が東北地方巡幸の際、それまでの軍艦ではなく、

汽船「明治丸」で航海をして7月20日に横浜港へ帰着したことに由来しています。

9月の第３月 「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う。」が法定の趣旨で

曜日 す。もともとは、聖徳太子が四天王寺（大阪市）に悲田院（貧窮者・病者・孤児

敬老の日 などを救うための施設）を設立した日にちなんで、９月１５日に制定されていま

した。

９月23日頃 「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ。」が法定の趣旨です。秋分は二十四

秋分の日 節気のひとつです。真東から出て真西に沈みます。昼夜の長さがほぼ等しくなり、

この日を境にだんだん昼間が短くなっていきます。

10月第２月曜 「スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう。」が法定の趣旨です。東京オリン

体育の日 ピックの開会式が昭和39年10月10日だったのを記念しました。

11月３日 「自由と平和を愛し、文化をすすめる。」が法定の趣旨です。戦前は「明治節」と

文化の日 いい、明治時代の天長節（明治天皇の誕生日）であった祝祭日でした。また昭和2

1年のこの日に、新憲法が公布されたので、これを記念しました。

11月23日 「勤労をたっとび、生産を祝い、国民がたがいに感謝しあう。」が法定の趣旨です。

勤労感謝の日 戦前は「新嘗祭（にいなめさい）」と称していました。天皇が新穀を天神地祗（ち

ぎ）に勧め、自らも新穀を食するという皇室の祭祀でした。

12月23日 「天皇の誕生日を祝う。」が法定の趣旨です。全国民の統合の象徴としての天皇の

天皇誕生日 誕生を祝う日となっています。この日、皇居では国民の一般参賀が行われるなど、

さまざまな祝賀行事が行われます。


